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2811
本別・大成地区 
ごみ拾い 

家族協定調印式 

増刊号 

第60回通常総会特集！ 

議長の後藤一男氏 JA綱領朗唱



　
当
農
協
は
五
月
二
十
二
日
、
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ

ー
で
六
十
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。 

　
各
種
表
彰
に
続
き
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
纐
纈
成
喜

組
合
長
は
「
十
九
年
度
の
生
乳
生
産
は
増
産
基
調
に
転
じ
、

前
年
比
一
〇
一
・
一
％
と
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
。 

　
二
十
年
度
は
、
近
年
停
滞
し
て
い
る
草
地
更
新
を

進
め
、
自
給
飼
料
の
質
を
上
げ
て
生
産
力
を
高
め
る
な
ど
、

皆
さ
ん
の
努
力
と
が
ん
ば
り
で
（
引
き
続
き
厳
し
さ
が

予
想
さ
れ
る
）
現
状
を
乗
り
切
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
八
万
六
千
六
百
三
㌧
の
生
乳
生
産
実
績

に
基
づ
く
十
九
年
度
事
業
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
生

乳
生
産
量
を
前
年
比
一
〇
三
％
と
す
る
二
十
年
度
事
業

計
画
を
可
決
し
ま
し
た
。 

　
具
体
的
な
酪
農
経
営
強
化
対
策
と
し
て
は
、
①
飼
料

自
給
率
を
上
げ
て
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
、
②
乳

期
別
飼
養
管
理
技
術
を
深
め
て
乳
牛
の
能
力
を
発
揮
さ

せ
る
、
③
営
農
計
画
に
沿
っ
た
安
定
経
営
に
向
け
、
家

族
一
体
で
取
り
組
む
土
壌
作
り
、
④
生
産
費
低
減
に
向

け
た
良
質
廉
価
な
資
材
供
給
を
掲
げ
ま
し
た
。 

草地更新で飼料自給率を高め、生産強化を！ 草地更新で飼料自給率を高め、生産強化を！ 
計根別農協 第60回通常総会 計根別農協 第60回通常総会 

JAけねべつ通常総会 

「しなやかで強じんな酪農経営の確率を」 
と中央会・清水根釧支所長 

「
地
域
を
挙
げ
て
安
心
安
全
な
生
乳 

生
産
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」と 

　
　
　
根
室
支
庁
・
得
地
農
務
課
長 

「
皆
さ
ん
の
努
力
と
が
ん
ば
り
で
現
状
を 

乗
り
切
り
た
い
」と
纐
纈
組
合
長 

「お互いの協力で活力ある農村社会を 
形成したい」と中標津町の清原副町長 

斉藤代表監事による監査報告 
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草地更新で飼料自給率を高め、生産強化を！ 
計根別農協 第60回通常総会 一

、
良
質
乳
生
産
共
励
会
表
彰 

〔
個
人
〕 

　
最
優
秀
賞
　
深
瀬
　
行
雄 

　
優

秀

賞
　
纐
纈
　
成
喜
　
笹
島
　
早
苗 

　
努

力

賞
　
渡
辺
　
薫
生
　
柵
木
真
喜
夫 

　
　
　
　
　
　
皆
川
　
　
敬
　
関
根
　
義
夫 

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
広
光
　
小
西
　
盛
茂 

　
　
　
　
　
　
永
利
　
嘉
成
　
浦
川
と
も
子 

　
　
　
　
　
　
影
山
　
　
智
　
東
森
　
　
優 

　
　
　
　
　
　
岡
部
　
勝
次
　
加
藤
　
和
広 

　
　
　
　
　
　
田
中
　
洋
希
　
葛
西
　
秀
夫 

　
　
　
　
　
　
蓮
見
　
成
尋
　
安
斉
　
宏
一 

　
　
　
　
　
　
相
澤
　
　
温 

〔
団
体
〕
　
一
位
　
東
西
竹
地
区
　 

　
　
　
　
　
二
位
　
養
老
牛
地
区 

　
　
　
　
　
三
位
　
上
標
津
地
区 

二
、
乳
質
成
績
特
別
表
彰 

　
　
　
該
当
者
な
し 

 

一
、
酪
農
経
営
強
化
対
策 

①
生
産
基
盤
強
化
対
策
「
自
給
飼

料
品
質
向
上
対
策
（
草
地
更
新

一
割
実
践
）」
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
自
給
率
を
上
げ
、
生
産

コ
ス
ト
低
減
に
貢
献
す
る
。 

②
乳
牛
の
健
康
を
保
ち
、
生
産
性

の
高
い
牛
群
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
、
乳
期
別
飼
養
管
理
技
術

を
深
め
て
乳
牛
の
能
力
を
発
揮

さ
せ
る
と
と
も
に
、
増
頭
と
入

れ
替
え
策
に
よ
っ
て
乳
牛
資
源

を
集
め
、
生
産
力
を
高
め
て
い

く
。 

③
自
ら
樹
立
し
た
営
農
計
画
通
り

に
実
践
し
、
経
営
者
夫
婦
・
家

族
が
計
画
・
実
績
の
検
証
に
よ

り
、
改
善
修
正
し
て
い
く
経
営

手
法
を
広
め
る
。
そ
し
て
家
族

一
体
と
な
っ
て
安
定
経
営
の
た

め
に
短
期
的
課
題
、
長
期
的
展

望
の
上
で
共
通
の
夢
を
描
い
て

い
く
気
風
を
醸
成
す
る
。 

④
営
農
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、

諸
物
価
高
騰
に
伴
う
高
コ
ス
ト

経
営
構
造
下
で
の
生
産
費
低
減

に
向
け
て
、
自
給
飼
料
生
産
・

養
畜
に
係
る
良
質
廉
価
な
資
材

供
給
に
努
め
る
。 

 

二
、
農
協
経
営
強
化
対
策 

①
酪
農
経
営
支
援
が
機
能
す
る
た

め
に
は
財
務
・
収
支
の
安
定
が

不
可
欠
で
あ
り
、
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規

制
に
よ
る
各
種
リ
ス
ク
の
監
視

と
自
己
査
定
で
不
良
資
産
の
発

生
防
止
に
努
め
、
自
己
資
本
比

率
向
上
を
図
る
。 

②
財
務
・
非
財
務
の
両
面
か
ら
Ｊ

Ａ
経
営
総
合
指
標
を
明
ら
か
に

し
、
次
期
中
期
経
営
計
画
の
策

定
に
生
か
し
て
い
く
。 

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
・

倫
理
・
規
範
遵
守
）の
取
り
組

み
強
化
に
よ
っ
て
経
営
事
故
を

未
然
に
防
止
し
、
経
営
の
健
全

性
と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
信
頼
性
を

維
持
す
る
。 

　
※
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
　
金
融
機
関
の
経

営
が
健
全
か
ど
う
か
を
示
す
「
自

己
資
本
比
率
」
を
算
出
す
る
国

際
ル
ー
ル
。
不
良
債
権
処
理
を

進
め
た
金
融
機
関
ほ
ど
健
全
度

が
高
ま
る
。 

JAけねべつ通常総会 

出席者全員でJA綱領を朗唱 

良質乳生産最優秀賞の深瀬さん 優秀賞2名を代表して笹島さん 努力賞受賞者を代表して関根さん JA中央会から永年勤続職員として 
表彰を受ける原田さんと由本さん 

高
額
出
資
表
彰
者
を
代
表
し
て 

北
村
さ
ん 

乳
質
団
体
第
一
位
・
東
西
竹
地
区 

代
表
の
唐
崎
さ
ん 
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小
学
生
バ
レ
ー
大
会
予
選
で
3
位
入
賞
！ 

　
自
給
飼
料
品
質
向
上
対
策
（
草
地
更
新
率
10
％

以
上
） 

一
、
採
草
地
（
八
年
更
新
） 

二
、
放
牧
地
（
五
年
更
新
） 

三
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培 

 
☆
Ｊ
Ａ
支
援
内
容
（
20
年
度
単
独
事
業
） 

Ⅰ
　
Ｊ
Ａ
自
給
飼
料
向
上
対
策 

一
、
要
件 

　
道
営
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
圃
場
を
草
地
改

良
し
た
場
合
。 

二
、
助
成
内
容 

　
①
国
産
飼
料
資
源
活
用
促
進
事
業
を
活
用
し
て

草
地
改
良
し
た
場
合
↓
一
ha
当
た
り
一
〇
、

〇
〇
〇
円
助
成
。 

　
②
右
記
事
業
の
対
象
外
草
地
を
草
地
改
良
し
た

場
合
↓
一
ha
当
た
り
五
〇
、
〇
〇
〇
円
助
成 

　
③
た
だ
し
、
春
起
し
に
つ
い
て
は
右
記
助
成
額

に
二
〇
、
〇
〇
〇
円
の
上
乗
せ
助
成
。 

三
、
事
業
実
施
期
間 

　
　
平
成
二
十
年
四
月
〜
八
月 

　
※
既
存
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
作
付
け
地
か
ら
草
地

へ
の
転
換
に
つ
い
は
、
補
助
事
業
を
活
用
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
補
助
対
象
外
の
場
合

に
つ
い
て
の
み
一
〇
、
〇
〇
〇
円
の
助
成
。 

【
注
】
本
支
援
策
に
つ
い
て
は
適
正
な
施
肥
量
を

算
出
し
、
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
し
た
資
材
代
金
に
対
し

て
助
成
す
る
。 

Ⅱ
　
Ｊ
Ａ
雑
草
駆
除
対
策 

一
、
要
件 

　
　
草
地
改
良
（
耕
起
を
伴
う
）
及
び
新
規
（
増

反
分
）
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
栽
培
に
伴
う
雑
草
駆

除
を
行
な
っ
た
場
合
。 

二
、
助
成
内
容 

　
　
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
し
た
除
草
剤
の
代
金
の
半
額

助
成
と
し
、
一
ha
当
た
り
五
、
〇
〇
〇
円
を
上

限
と
す
る
（
道
営
事
業
の
場
合
は
一
ha
当
り
二
、

〇
〇
〇
円
を
上
限
）。 

三
、
事
業
対
象
品
目 

　
　
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
、
タ
ッ

チ
ダ
ウ
ン
Ｉ
Ｑ
、
ク
サ
ト
リ
キ
ン
グ
（
た
だ
し
、

五
r
以
上
の
規
格
を
対
象
と
す
る
）。 

四
、
事
業
実
施
期
間 

　
　
平
成
二
十
年
四
月
〜
十
月 

 

Ⅲ
　
Ｊ
Ａ
自
給
飼
料
向
上
対
策 

一
、
要
件 

　
　
国
産
飼
料
資
源
活
用
促
進
事
業
の
対
象
と
な

ら
な
い
新
規
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
栽
培
地
（
増
反

を
含
む
）
。 

二
、
助
成
内
容 

　
　
一
ha
当
た
り
六
〇
、
〇
〇
〇
円
の
助
成
（
国

産
飼
料
資
源
活
用
促
進
事
業
と
同
額
） 

　
※
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
し
た
資
材
代
に
助
成
す
る
。 

三
、
事
業
実
施
期
間 

　
　
　
平
成
二
十
年
五
月
で
終
了 

平成20年度JAけねべつ生乳生産基盤強化対策 

JAけねべつ通常総会 

JA綱領を朗唱する役員 

受付のようす 

来賓の方々 
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第
二
十
八
回
全
日
本
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
（
サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
）
の
根

室
地
区
予
選
が
五
月
二
十
四
日
、
別
海

町
の
町
営
体
育
館
と
中
央
小
学
校
を
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
予
選
に
は
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
計
根
別
小

の
女
子
チ
ー
ム
、
計
根
別
ユ
ニ
オ
ン
ズ

が
見
事
三
位
入
賞
を
果
た
し
、
念
願
の

全
道
大
会
出
場
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。 

　
当
日
の
ユ
ニ
オ
ン
ズ
は
持
ち
前
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
。
一
回
戦
の
花
咲

ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
、
二
回
戦
の
川
北
ス
マ

イ
ル
を
と
も
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
準

決
勝
に
進
出
。
準
決
勝
で
は
強
豪
の
中

標
津
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
を
相
手
に
第
一
セ
ッ

ト
を
奪
っ
た
も
の
の
、
第
二
・
第
三
セ

ッ
ト
を
奪
い
返
さ
れ
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト

一
対
二
の
逆
転
負
け
。
惜
し
く
も
決
勝

進
出
は
逃
し
た
も
の
の
、
三
・
四
位
決

定
戦
で
は
丸
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
し
て
見
事
三
位
に
入
賞
。

三
位
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
全
道
大
会
、

第
十
四
回
な
な
か
ま
ど
杯
江
別
大
会
（
九

月
二
十
〜
二
十
一
日
・
江
別
市
野
幌
）

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
主
将
の
斉
千
春
さ
ん
は
「
江
別
の
大

会
で
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
優
勝

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強

く
話
し
て
い
ま
す
。 

 

小
学
生
バ
レ
ー
大
会
予
選
で

小
学
生
バ
レ
ー
大
会
予
選
で
3
位
入
賞
！

位
入
賞
！ 

小
学
生
バ
レ
ー
大
会
予
選
で
3
位
入
賞
！ 

一
回
戦
　
計
根
別
ユ
ニ
オ
ン
ズ
　
対 

　
　
　
　
　
　
　
花
咲
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
21
―
13 

　
　
　
　
　
　
　
２
　
21
―
13
　
０ 

二
回
戦
　
計
根
別
ユ
ニ
オ
ン
ズ
　
対 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
北
ス
マ
イ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
21
―
10 

　
　
　
　
　
　
　
２
　
21
―
19
　
０ 

準
決
勝
　
計
根
別
ユ
ニ
オ
ン
ズ
　
対 

　
　
　
　
　
　
　
中
標
津
ジ
ャ
ガ
ー
ズ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
21
―
18 

　
　
　
　
　
　
　
１
　
８
―
21
　
２ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
―
21  

三
・
四
位
決
定
戦
　
計
根
別
ユ
ニ
オ
ン
ズ

　
　
　
　
　
対
　
丸
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
21
―
15 

　
　
　
　
　
　
　
２
　
21
―
16
　
０ 

　
大
成
地
区
敬
老
会

が
五
月
十
九
日
、
大

成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

出
席
し
た
お
年
寄
り

二
十
八
名
の
長
寿
と

健
康
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
別
地
区
の
敬
老
会
は
同
二
十
五
日

に
本
別
会
館
で
開
か
れ
、
二
十
二
名
が
出
席
。

両
地
区
で
は
踊
り
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
お
年
寄
り
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

本
別
の
敬
老
者
謝
辞
を
述
べ
る 

蛭
田
さ
ん 

水沼町長も先輩に 
「まぁ一杯」 

前掛けには“祝敬老会健康第一”の文字 
久々の再会で会話も弾みます 

大成地区で 

ちょっぴり照れながら表彰状を掲げるメンバー 
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計根別乳牛改良連合会 

白 通

　
平
成
二
十
年
の
別
海
町
畜
産
総
合
共
進
会
が
五
月
十

二
日
、
同
町
農
村
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
出
品
頭
数
は
八
十
三
頭
。
当
農
協
で
は
十
五
戸
か
ら

三
十
二
頭
を
出
品
し
、
計
根
別
地
区
の
本
田
正
志
さ
ん

が
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

　
今
年
度
最
初
の
共
進
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出
品

牛
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
万
全
で
は
な
い
中
で
、
林
満

治
さ
ん
出
品
の
フ
オ
レ
ス
ト
　
カ
ス
ミ
ビ
ユ
ー
　
ス
ト

ー
マ
テ
イ
ツ
ク
　
Ｅ
Ｔ
　
号
が
見
事
に
シ
ニ
ア
リ
ザ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
本
田
正
志
審
査
員
に
お
い
て
は
、
小
雨
降
る
悪

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厳
正
か
つ
正
確
で
ス
ピ
ー
デ

イ
な
審
査
を
行
い
、
大
変
素
晴
ら
し
い
共
進
会
だ
っ
た

と
の
評
判
を
受
け
ま
し
た
。 

林 満治さんがリザーブチャンピオンに 林 満治さんがリザーブチャンピオンに 林 満治さんがリザーブチャンピオンに 
別海町畜産総合共進会 

審査中の本田さん 

【
当
農
協
の
上
位
成
績
】 

シ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
第
九
部
一
等
一
席
） 

　
フ
オ
レ
ス
ト
　
カ
ス
ミ
ビ
ユ
ー
ス
ト
ー
マ
テ
イ
ツ
ク
　
Ｅ
Ｔ
　
林
　
　
満
治 

第
二
部
二
等
一
席 

　
メ
モ
リ
ー
　
ロ
ー
リ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
　
篤 

第
三
部
一
等
一
席 

　
フ
オ
レ
ス
ト
　
セ
ニ
ヨ
リ
ー
タ
　
ロ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
満
治 

第
四
部
二
等
一
席
　 

　
Ｈ
Ｅ
Ｆ
　
マ
ツ
ク
　
プ
レ
ツ
ツ
エ
ル
　
Ｅ
Ｔ
　
　
　
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム 

第
五
部
一
等
一
席 

　
Ｈ
Ｅ
Ｆ
　
ハ
ー
ト
　
プ
リ
ジ
エ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム 

第
６
部
２
等
１
席 

　
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
　
ト
リ
プ
リ
ー
　
ジ
エ
ス
ロ
　
リ
ー
ン
　
高
橋
　
顕
吾 

第
７
部
２
等
１
席 

　
メ
モ
リ
ー
　
レ
ク
サ
ス
　
ヘ
ザ
ー
　
セ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
　
篤 

第
十
一
部
牧
場
牛
群
優
良
牧
場
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛭
田
健
太
郎 

【
団
体
成
績
】
　
第
三
位
　
計
根
別
農
協 

　 
シニアリザーブチャンピオンのストーマテイツク号 

３部主席のプリジエース号 

理恵子夫人がリードするセニヨリータ　ロイ号 
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林 満治さんがリザーブチャンピオンに 林 満治さんがリザーブチャンピオンに 　
平
成
二
十
年
の
根
室
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
（
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議

会
主
催
）
が
五
月
十
七
日
、
ホ
ク
レ
ン
根
室

地
区
家
畜
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
出
品
は
百
三
十
四
頭
。
当
農
協
で
は
十
六

戸
か
ら
三
十
七
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。 

　
生
後
九
ヵ
月
未
満
の
第
一
部
か
ら
六
十
ヵ

月
以
上
の
第
十
二
部
ま
で
を
清
水
町
の
松
原

秀
雄
さ
ん
が
審
査
。
そ
の
結
果
、
Ｊ
Ａ
べ
つ

か
い
の
阿
部
克
寿
さ
ん
が
出
品
し
た
マ
ウ
ン

ト
エ
ー
ス
　
ロ
イ
レ
ー
ン
　
カ
イ
ト
号
が
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
中

川
将
さ
ん
が
出
品
し
た
セ
ン
タ
ー
リ
バ
ー
　

Ｇ
Ｗ
　
ア
ン
ナ
　
エ
コ
ー
Ｅ
Ｔ
号
が
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
当
農
協
で
は
星
野
淳
さ
ん
が
出
品
し
た
ス

タ
ー
フ
イ
ー
ル
ド
・
ヒ
ン
ペ
ル
・
ビ
ー
ナ
ス
・

ル
フ
イ
ー
号
が
三
部
で
１
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
他
の
当
農
協
上
位
入
賞 

五
部
二
位 

　
Ｈ
Ｅ
Ｆ
　
ハ
ー
ト
　
プ
リ
ジ
エ
ー
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム 

十
部
二
位 

　
サ
ン
ハ
イ
　
カ
ビ
ー
　
メ
リ
ル
　
モ
カ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ハ
イ
フ
ァ
ー
ム 

十
一
部
二
位 

　
フ
オ
レ
ス
ト
　
カ
ス
ミ
ビ
ユ
ー
　
ス
ト
ー

　
マ
テ
イ
ツ
ク
　
Ｅ
Ｔ
　
　
　
林
　
　
満
治 

十
二
部
二
位 

　
ス
タ
ー
フ
イ
ー
ル
ド
ヒ
ン
ペ
ル
　
カ
ウ
ン

ト
　
リ
リ
ツ
ク
　
　
　
　
　
　
星
野
　
　
淳 

 

　
乳
牛
の
流
通
動
向
を
学
ぼ
う
と
、

乳
改
連
（
二
瓶
義
則
会
長
）
は
、
五

月
十
九
日
に
農
協
会
議
室
で
講
習
会

を
開
き
、
会
員
と
授
精
師
合
わ
せ
て

二
十
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
講
師
は
ホ
ク
レ
ン
中
標
津
支
所
の

後
藤
係
長
と
農
協
の
大
矢
根
係
長
。

生
乳
需
給
動
向
が
不
安
定
な
中
で
の

乳
牛
の
府
県
購
買
状
況
な
ど
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。 

 

府
県
購
買
に
つ
い
て 

①
庭
先
購
買
は
関
東
圏
が
多
い
が
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。 

②
乳
牛
価
格
に
つ
い
て
は
例
年
通
り

の
予
測
。 

③
妊
娠
牛
の
腹
に
は
「
北
の
大
福
」

（
Ｊ
Ｂ
24
）
が
望
ま
し
い
。 

④
毛
刈
り
に
は
手
を
掛
け
て
ほ
し
い
。 

⑤
根
室
産
の
乳
牛
の
特
徴
：
肢
蹄
が

良
い
、
乳
頭
に
イ
ボ
が
な
い
。 

Ｈ
２０
根
室
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ 
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年部　　　版 

・・・・・ 予想される大幅値上げ! ・・・・・ 

肥料学習会 
　
当
青
年
部

は
毎
年
行
っ

て
い
る
肥
料

自
主
推
進
に

向
け
、
五
月

二
十
八
日
に

ふ
ぁ
ー
ま
っ

く
で
『
肥
料

学
習
会
』
を

開
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
ホ
ク
レ

ン
中
標
津
支
所
生

産
資
材
課
係
長
の

近
江
健
太
郎
氏
を

招
き
、
部
員
三
十
名
が
受
講
し
ま
し
た
。 

　
肥
料
の
要
素
や
根
釧
地
域
の
土
壌
性
質
な
ど
の
説
明

に
続
き
、
原
料
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
提
示
さ
れ
る
肥
料
単
価
は
か
な
り
の
値
上

が
り
が
予
想
さ
れ
、
原
料
の
確
保
と
仕
入
れ
価
格
の
抑
制
、

土
壌
分
析
に
基
づ
く
施
肥
指
導
等
に
力
を
注
ぐ
と
と
も

に
酪
農
家
と
の

対
話
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し

た
。 

講師　近江係長 
ホクレン中標津 

真剣に聞き入る部員たち… 
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五
月
二
十
九
日
、
ウ
コ
ウ
ボ
ウ
ル
で
、
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青

年
部
連
絡
協
議
会
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
青
年
部
か
ら
は
、
久
保
拡
伸
君
・
株
田
悠
介
君
・
杉
本

聡
君
・
太
田
隼
樹
君
と
飛
び
入
り
で
事
務
局
の
計
五
名
が
選

手
と
し
て
参
加
。
総
勢
四
十
五
名
の
参
加
者
が
い
る
中
、
当

青
年
部
は
見
事
団
体
優
勝
を
果
た
し
、
個
人
戦
で
は
株
田
悠

介
君
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

いよいよ1番草収穫のシーズン！ 
　安全第一、作業事故に気を付けよう!!

優
　
勝
　
計
根
別
農
協 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｖ
　
一
四
六
点
　 

準
優
勝
　
中
標
津
農
協 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｖ
　
一
四
三
点
　 

３
　
位
　
地
区
青
協
役
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｖ
　
一
三
四
点 
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五
月
二
十
六
日
し
る
べ
っ
と
で
Ｊ
Ａ
根
室

地
区
女
性
協
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ

か
ら
大
澤
智
子
さ
ん
、
本
田
三
千
代
さ
ん
、

漆
原
弘
子
さ
ん
、
和
泉
美
奈
子
さ
ん
、
坂
地

郁
恵
さ
ん
の
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
最
初
の
交
流
会
は
ホ
ク
レ
ン
発
行

の
根
室
版
「
お
か
ず
レ
シ
ピ
」
を
使
っ
て
乳

製
品
料
理
作
り
を
し
ま
し
た
。 

　
メ
ニ
ュ
ー
は
牛
乳
豆
腐
と
ひ
じ
き
の
煮
物
、

牛
乳
ご
は
ん
、
ミ
ル
ク
豚
汁
、
チ
ー
ズ
入
り

オ
ム
レ
ツ
と
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
の
シ
ー
ザ

ー
サ
ラ
ダ
で
す
。 

　
手
際
の
良
い
方
達
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
い

た
の
で
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
作
業
が
終
わ
り

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
と
て
も
美
味
し
そ
う
に

料
理
が
並
び
ま
し
た
。 

　
当
Ｊ
Ａ
の
参
加
者
か
ら
は
「
各
Ｊ
Ａ
の
班

編
成
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
会
っ
た
事
も
な
い
人

達
と
の
作
業
で
し
た
が
、
一
緒
に
料
理
を
作

っ
て
い
る
う

ち
に
だ
ん
だ

ん
解
け
合
っ

て
い
き
、
会

話
も
増
え
楽

し
く
交
流
出

来
た
の
で
、

参
加
し
て
良

か
っ
た
で

す
。
」
と
好

評
で
し
た
。 

　
五
月
二
十
日
、
中
標

津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
、
十
四
名
の
部
員

＋
二
名
の
元
気
な
お
子

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
内
容
は
昨
年
か
ら
続

け
て
い
る
乳
製
品
を
使

っ
た
料
理
と
ス
ー
プ
、

野
菜
サ
ラ
ダ
を
含
め
た

五
品
を
三
班
に
別
れ
て

作
り
ま
し
た
。
中
で
も

『
ピ
ラ
フ
風
ミ
ル
ク
ラ

イ
ス
』
は
牛
乳
臭
さ
や

味
が
強
く
な
い
と
言
う
事
で

参
加
者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
に
関
し
て
は

冷
や
す
時
間
が
短
く
、
温
か

い
状
態
だ
っ
た
の
で
「
も
う

少
し
冷
し
た
方
が
い
い
ね
」

な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
食
べ
終
わ
っ
た
後
は
、
今

後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
フ
レ

ミ
ズ
講
習
会
や
交
流

会
の
話
題
へ
。
今
後

の
予
定
と
し
て
『
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流

会
』
や
『
人
生
設
計

講
習
会
』
を
行
い
、

手
芸
な
ど
の
意
見
も

多
か
っ
た
た
め
、
作

品
作
り
に
も
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
六
月
二
十
八
日
女
性
部

三
役
が
、ス
タ
ン
ド
横
、花

壇
の
種
ま
き
（
ひ
ま
わ
り
、

コ
ス
モ
ス
、ミ
ッ
ク
ス
フ

ラ
ワ
ー
）
を
行
い
ま
し
た
。 

　
気
温
が
高
い
中
で
の
作

業
で
し
た
が
、
無
事
種
ま

き
を
終
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。 

ス
タ
ン
ド
に
お
寄
り
の
際

は
、
是
非
、
お
花
の
成
長

も
見
て
頂
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。 

完成した料理を前にとてもいい笑顔 

作業中も楽しそうに交流していました 

チーズケーキに取り組んでる参加者!!

「あとで腰が痛くなるなぁ」と思いながらも頑張りました 

作業を終えホッと一息 
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五
月
十
六
〜
十
七
日
に
か
け
「
日

頃
の
疲
れ
を
癒
し
に
…
」
部
員
十
四

名
が
参
加
し
て
北
見
方
面
へ
の
視
察

研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
気
持

ち
も
弾
む
バ
ス
の
中
は
、
最
初
に
訪

れ
る
上
湧
別
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
や

最
近
の
話
題
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

同
公
園
に
到
着
し
、
園
内
に
入
る
と

「
う
わ
ぁ
、
キ
レ
イ
」
の
声
が
次
々

と
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
は
前
日
に
降
っ
た
雨
の
お
か
げ

も
あ
り
見
事
に
満
開
で
、
園
内
を
走

る
バ
ス
で
観
る
人
、
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
み
る
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
で

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
宿
泊
先
の
サ
ロ
マ
湖
鶴
雅
リ
ゾ
ー

ト
で
は
、
湖
面
に
沈
む
夕
日
に
う
っ

と
り
し
な
が
ら
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

富
な
夕
食
を
美
味
し
く
頂
く
な
ど
、

一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
、
北
見
市
内
の
デ
パ
ー

ト
で
買
い
物
を
し
た
後
、
東
藻
琴
の

芝
桜
公
園
を
視
察
。 

　
暑
い
日
差
し
の
中
、
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
芝
桜
を
観
て
歩

く
な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
意
義

に
す
ご
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
満
開
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
は
色
と
り
ど
り
に
美
し
さ
を
競
い
、

ホ
テ
ル
で
は
湖
に
沈
む
夕
日
を
観
て

く
つ
ろ
ぎ
、
芝
桜
も
見
事
に
満
開
で
、

山
の
上
ま
で
登
り
花
の
香
り
に
酔
い

し
れ
ま
し
た
。
花
の
中
で
の
ん
び
り

と
過
ご
し
た
楽
し
い
旅
で
し
た
」
と

言
う
、
と
て
も
嬉
し
い
感
想
を
頂
き

ま
し
た
。 

　
今
後
も
部
員
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん

見
れ
る
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
計
画
を

考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　 

 

　
五
月
三
十
日
、
中
標
津
町
ウ

コ
ウ
ボ
ウ
ル
で
緑
会
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
行
な
い
ま
し
た
。
会
員
七

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
皆
始
め
る
前
か
ら
楽
し
そ
う

に
し
て
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

プ
レ
イ
が
始
ま
り
ま
せ
ん
…
。

な
ぜ
な
ら
皆
の
指
は
働
き
者
の

手
で
軽
い
ボ
ー
ル
に
指
が
入
ら

ず
、
重
い
ボ
ー
ル
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。 

　
笑
い
な
が
ら
「
そ
れ
は
、
仕

方
の
な
い
事
」
と
言
い
、
ゲ
ー

ム
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
開
始
早
々
、
や
っ
ぱ
り
指
に

あ
っ
た
ボ
ー
ル
は
重
く
、
上
手

く
投
げ
れ
ず
に
転
ん
だ
り
、
両

手
で
投
げ
た
り
、
逆
の
方
向
に

投
げ
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続

出
!!
そ
れ
で
も
、
誰
か
が
「
ス

ト
ラ
イ
ク
」
や
「
ス
ペ
ア
」
が

出
す
と
皆
で
大
喜
び
。 

　
怪
我
も
無
く
無
事
二
ゲ
ー
ム

を
終
え
た
結
果
、
一
位
は
笹
島

育
子
さ
ん
二
位
は
佐
藤
昭
子
さ

ん
三
位
に
は
北
村
照
子
さ
ん
で

し
た
。 

　
笑
い
と
ボ
ー
ル
の
重
さ
で
お

腹
と
手
足
が
痛
く
な
っ
た
と
は

思
い
ま
す
が
、
満
足
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

  

研
修
旅
行 チューリップもみんなの笑顔も満開です！ 

ゲームを終えた後にとてもウレシそう。手に注目して下さい!!（笑） 

田中さん、フォームが決まってます 
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和牛先進地の飼養管理を学ぶ 

　
計
根
別
農
協
和
牛
振
興
会
（
高
橋
英
昭
会

長
）
は
五
月
二
十
一
日
、
和
牛
飼
育
の
先
進

地
視
察
研
修
を
実
施
。
地
元
の
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
引
率
で
清
里
町
の
「
㈲
し
れ

と
こ
牛
・
村
尾
牧
場
」（
村
尾
幸
蔵
代
表
）

を
訪
問
し
、
会
員
と
事
務
局
の
計
十
四
名
が

和
牛
の
育
成
管
理
や
肥
育
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。 

　
村
尾
牧
場
は
、
社
員
五
名
で
四
百
頭
を
飼
養
。

主
に
黒
毛
和
種
の
繁
殖
と
肥
育
を
行
い
、
販

売
品
目
は
繁
殖
及
び
肥
育
向
け
の
素
牛
や
肥

育
牛
、
生
肉
の
ほ
か
、
畜
産
資
材
か
ら
堆
肥

ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
施
設
を
周
り
な
が
ら
、
担
当
者
が
分
娩

か
ら
哺
育
・
育
成
や
肥
育
方
法
等
を
詳
細
に

説
明
。
施
設
を
ロ
ッ
ト
ご
と
に
区
切
り
、
お

お
よ
そ
の
頭
数
は
哺
育
・
育
成
牛
で
八
頭
、

肥
育
牛
で
四
頭
、
繁
殖
牛
で
は
二
十
五
頭
程

度
の
群
飼
い
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
現
在
人
工
授

精
で
使
用
し
て
い
る
種

雄
牛
は
主
に
勝
忠
平
で
、

増
体
が
と
て
も
良
く
質

も
良
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
で
は

当
農
協
で
も
使
用
し
て

い
る
百
合
茂
、
安
茂
勝
、

な
ど
で
、
各
種
雄
牛
ご

と
の
体
型
や
発
育
状
態

の
特
徴
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
繁

殖
雌
牛
に
は
安
平
、
金

幸
、
北
国
七
の
八
、
紋
次
郎
の
子
を
飼
養
し
、

今
後
は
宮
崎
県
の
福
の
国
、
日
向
国
、
福
桜

を
受
胎
し
て
い
る
妊
娠
牛
を
導
入
し
、
優
良

血
統
の
和
牛
を
増
頭
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

導
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
「
老
齢
牛
は
血

統
が
良
く
て
も
価
格
が
安
い
の
で
、
繁
殖
、

肥
育
の
ど
ち
ら
に
も
向
く
た
め
、
狙
い
目
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
視
察
で
は
、
種
雄
牛
の
選
定
や
哺

育
・
育
成
管
理
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
な
り
、

有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。 

 

㈲
し
れ
と
こ
和
牛
・
村
尾
牧
場
の
概
要 

黒
毛
和
種
総
飼
養
頭
数
　
四
〇
〇
頭 

　
　
　
　
　（
う
ち
繁
殖
牛
一
九
五
頭
） 

現
在
使
用
し
て
い
る
種
雄
牛 

　
勝
忠
平
、
百
合
茂
、
照
美
、
安
茂
勝
、 

　
茂
勝
栄
、
糸
福
、
安
糸
福 

子牛を親に付けながら哺育できる施設 
（子牛は中央奥の通路を通って右側へ自由に移動できる） 

子牛が自由に出入りできるよう工夫されている分娩房 

　
一
般
参
加
者
と

関
係
者
合
わ
せ
て

二
千
五
百
人
が
参

加
し
、
高
橋
は
る

み
知
事
も
出
席
し

た
「
第
五
十
九
回

北
海
道
植
樹
祭

in
な
か
し
べ
つ
」

が
五
月
二
十
五
日
、

中
標
津
町
運
動
公

園
で
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
町
と
計
根
別
、
中
標
津
両
農
協
は
ミ
ル
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
し
て

牛
乳
・
乳
製
品

を
販
売
。
『
酪

農
の
町
な
か
し

べ
つ
』
を
全
道

に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。 

販売テントには人だかり 

会場に設置されたミルクランドの巨大看板 
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根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

　牧草収穫に向けて忙しくなる時期ですが、子牛の飼養環境が悪化しやすい時期でもあります。 

１　敷料を清潔に 

　気温が高いほど、汚れた敷料からアンモニアガスの揮発が多くなります。子牛の呼吸器官の粘膜がアンモ

ニアガスに刺激され続けると、抵抗力が落ち、病原菌が侵入しやすくなります。 

　また敷料が汚れていると、とくに腹部がぬれた状態が続くため、体力を消耗して成育が停滞し、抵抗力が

落ちる原因にもなります。また、へそからの病原菌の感染もおきやすく、臍帯炎の原因になります。 

　カーフハッチやスーパーハッチの設置場所が低く、雨水が浸入しやすい状態にある場合も見受けられます。

盛り土をする、すのこを敷くなど、周囲より一段高くすることで、子牛の環境を清潔に保つことができます。 

 

２　換気を十分に 

　アンモニアガスの排出を促し、環境温度の上

昇を防ぐためには、十分に換気することが必要

です。カーフハッチは、前面に運動スペースを

作り、入口を開けるほうが、換気を十分確保で

き、子牛のストレスも軽減されます。 

　ハッチ奥の壁に窓がついているものは、空気

が流れやすく換気には効果的です。 

　屋内での飼育ペンでは、換気扇の利用、個別

飼養の場合には天井とペンの前後を開けると効

果的です（図１参照）。 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊標津町川北　千葉　実牧場の事例＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

　子牛の環境を清潔に保ち、かつ作業性も考えたカーフハッチの工夫例を紹介します。 

 

図１　ペンの構造と寸法 

1日2回、糞と汚れた部分のみ 
除去し、敷料を足す 
・敷料を節約してもたっぷり 
　入る。徐々に高床になる。 

運動スペースの設置 
入り口から一番遠い 
場所にエサや水を置 
くと、敷料が汚れに 
くい 

土間を1日1回掃除 
する 
・子牛がここで寝る 
　ことが少なくなり、 
　体を汚さない 

奥の窓と側面コンパネの設置 
＝奥は狭いが明るい＝子牛が頭を奥にして寝る 
・奥の敷料が汚れにくいので糞出しがラク 
・子牛がフリーストールに馴れやすい 
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きりとり線 

き
り
と
り
線 

くわしくはJAへ 
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住　所 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 
A B C D

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
すてきなプレゼントを差し上げます。 
組織広報係でお受け取り下さい。 

エイガカン 

漆原史瑠久さん　影山　健一さん　田中　悠華さん 
加部　絢子さん　斉藤　長一さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 
《締め切り》平成18年８月20日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」９月号誌上 

1

19

12 13

2

8 9 11

1514

2625

10

6 7

21 2220

18

28

16 17

23 24

27

543

C

A

D

B

　
い
よ
い
よ
一
番
草
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
項
を
書
き
込
ん
だ
六
月
二

十
日
時
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
草
の
収
量
は
今
一
つ
だ
そ
う
。 

　
ま
も
な
く
迎
え
る
本
格
的
な
収
穫
作
業
時
の
好
天
を
祈
る
と
と
も
に
、
組
合
員

皆
さ
ん
が
良
質
粗
飼
料
を
確
保
し
て
、
今
年
度
最
大
の
取
り
組
み
で
あ
る
自
給
飼

料
率
向
上
に
よ
る
生
産
強
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う
の
み
で
す
。 

　
一
年
で
最
も
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま
す
が
、
作
業
事
故
、
交
通
事
故
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。 
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編集／計根別農業協同組合  営農部  組織広報課 
発行日／平成20年６月26日 

組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

増刊号 

　昭和３年の入植以来、今年で80周年の節目

を迎えた上標津地区。５月26日には記念事業

の一環としてトドマツ20本、アオダモ80本の

苗木を植樹しました。 


